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3 月 19 日に第 6 回焼津駅南 “まちづくり勉強会” を開催し、19 名の方にご参加いた
だきました。

今回は、これまでの勉強会でのご意見を共有したうえで、「～地域として我々が、で
きること、やるべきこと～」をテーマにワークショップ形式で意見交換を行いました。
また、勉強会後にまちづくりについてのアンケートを実施し、ご参加された皆さまより
貴重なご意見をいただきました。

説明内容

これまでに開催した説明会や勉強会の内容を振り返るとともに、焼津駅前に対するイ
メージや求める機能等について地元住民と来街者（市内外）の 2 つの意見の傾向を共有
し、今後の取組に向けて望ましい方向性を確認しました。

●地域のイメージ

　・日曜日に開いている店が少ない
　・焼津らしいお店が少ない
　⇒マイナスのイメージなど課題を確認
●求める機能

　・飲食店や食品スーパー
　・焼津らしさを活かした店舗
　・定期的なイベントの開催
　⇒人を呼び込むための機能や仕組みが必要

共
通
意
見

●地域のイメージ

　・地元住民：現状を何とかしなくては
　⇒現状打破する取組 / 仕組み
　・来  街  者：子供を連れていけるお店がない
　⇒子育て世代からみたニーズ

●求める機能

　・地元住民：高齢者向けの施設
　　　　　　    観光客も楽しめる施設
　⇒多世代が利用できる施設 / 交流人口の増加
　・来  街  者：子どもが遊べる場所や預かり施設
　⇒子育て関連の施設や機能

異
な
る
意
見

〈今後の取組に向けて考えられること〉
●地元と市内外の共通意見、異なる意見を確認
⇒共通の課題を確認し、求められる機能
　の実現による利便性の向上

●商店街に対するにぎわいや活性化の要求
⇒地元と有志や団体等との連携したイベ
　ントの開催等による活性化

●特に市内外の方は、子育て環境を重視
⇒子育て世代を視野にターントクルこど
　も館と連携した取組

●“今の現状を何とかしなくてはいけない” という認識
⇒協力的な意見があるため、地域で行う
　まちづくり推進の土台作り

〈望ましい方向性〉

まちづくり推進のための土台づくりへ



今後の活動について

問い合わせ先
焼津市　都市政策部　都市整備課
〒425-8502　焼津市本町五丁目６番１号
　　　　　アトレ庁舎２階　担当：松永・加勢田・岡田

電  話 ：（０５４）６２５－７０５０
F  A  X ：（０５４）６２６－２１９０
E-mail：toshiseibi@city.yaizu.lg.jp
お気軽にお問い合わせください！

意見交換（ワークショップ）の概要報告

テーマに基づき、現在のまちの課題や課題解決に必要な取組 / 仕組みについて、参加者
の皆さまと意見交換を行いました。

　焼津駅南 “まちづくり勉強会” は、地域の皆さまのご理解・ご協力をもとに、今回で 6
回目の開催となりました。これまでにご参加くださった方々に心より感謝申し上げます。
　今後も、これまでに開催した勉強会での皆さまの意見を踏まえて、まちづくりの更な

る推進を図るために、協力体制や仕組み作りに皆さまと共に取り組んでまいります。

テーマ：～地域として我々が、できること、やるべきこと～

参加者アンケート

参加者の皆さまに今後のまちづくりについてのアンケートにご回答いただきました。

１．  勉強会への参加理由　　　　　　　　
　・地域を活性化したい
　・自分のまちは自分でつくる
　・意識改革になり、勉強になる
　・5 年後 10 年後を考えることが必要

３．まちづくり推進に重要だと思うこと
　・若い世代の参画
　・まちづくりのためのリーダー
　・各々の連携 / やる気　　　　　　　　

５．その他、感想や意見
　・空き店舗を活用して店の数を増やして欲しい。
　・各店舗の特徴と PR をチラシなどで紹介 / 配布して欲しい。
　・各店舗の将来設計や相談に乗ったりして欲しい。

などのご意見がございました。

２． まちづくり推進に必要だと思うこと
　・新たに起業したい人達
　・協力して進めていく体制 / 組織
　・リーダーシップを発揮する人物
　・地元との連携　　　　　　　　　　　

４．まちづくり推進の問題だと思うこと
　・若い世代の積極的な参加
　・住民 / 事業者の高齢化
　・地域の理解 / 協調性　　　　　　　　

〈取組 / 仕組み〉
　・魅力ある店舗づくりで、集客を図る。
　・楽しめるような物販を、組合や事業者と協力していく仕掛けが必要。
　・ターントクルこども館と連携して、関連する機能を取り入れ、にぎわいを生みだす。
　・若い世代をターゲットとしたイベント開催し、新たなにぎわいを作る。
　・若者の考えを取り入れながら、担い手を見つけ出す。
　・リーダーシップを発揮できる人材の確保を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　

などのご意見を発表していただきました。


